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部課名 議会事務局

課の使命
・議会の権能を十分に発揮できるよう市議会を補佐する機関として、円滑な議会運営に努めます。
・市民の代表である市議会議員の議員活動をサポートすると共に、正確で迅速な議会情報を広くわかりやすく提供していくことで、市民・議員（来市される他市の議員を含む）・行政など幅広い顧客の信頼ヘとつなげていきます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

・小学校社会科見学について、関
係部署と日程調整を重ね、積極的
に受け入れています。上半期の受
入件数は、16校（1,430人）です。

・8月に「夏休み子どもフェア」での
小学生による議場体験（28人参加）
を開催しました。

・9月末時点の議場見学者数は
1,758人です。

・小学校社会科見学の
下半期の受入件数は、
21校（1,629人）の予定で
す。

・11月に「高校生と町田
市議会議員の意見交換
会」、12月に「まちカ
フェ！」を開催する予定
です。

・小学校社会科見学の年間受入数は、37校
（3,087人）となりました。関係部署や小学校と
事前調整を行い、各小学校が見学日程や行
程を組みやすくなるように、柔軟に対応し、昨
年度（2022年度）に比べて、4校（284人）増加
しました。

・若い世代の市議会に対する関心が高まるよ
うに、「夏休み子どもフェア」での小学生による
議場体験（小学生28人参加）や「高校生と町
田市議会議員の意見交換会」（高校生36人参
加）を開催しました。

・「まちカフェ！」で、議場コンサート及びオペ
ラを開催しました。

3,435人3,300人 ○ B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

若い世代の市議会
に対する関心を高
めていくため、引き
続き関係部署と連
携し、小学校社会
科見学等の受け入
れを実施していく必
要があります。

2 -
情報発信の研
究

SNS・ホームページの活用等、他自治体の取り組み
などを研究していきます。あわせて、社会情勢等の
変化に応じ、速やかな情報発信を継続できるよう研
究していきます。

情報発信の検証・研究
検証・研究の
実施

○

・市議会だよりの効果的な配布のた
め、配布拠点となっている施設等に
対し配布状況の調査を行いました。

・X（旧名称：Twitter）での投稿につ
いて、ホームページ上の中継配信
ページにアクセスしやすくするた
め、投稿に中継配信ページのURL
を記載するよう運用を変更しまし
た。また、行政視察の受け入れに
関するXでの投稿についても、これ
までの文字を基本とした投稿を見
直し、写真と文字を組み合わせた
画像を用いて投稿するよう運用を
変更し、わかりやすい情報発信に
努めました。

・10月に「都立小川高等
学校と町田市議会議員
の交流授業」を開催する
予定です。

・配布状況の調査の結果
に基づき、効果的な配布
方法について研究して
いきます。

・引き続き、ホームペー
ジ、SNSでのより効果的
な発信方法を研究してい
きます。

・X（旧名称：Twitter）での投稿について、ホー
ムページ上の中継配信ページにアクセスしや
すくなるように運用を変更しました。また、文字
を基本とした投稿を見直し、写真と文字を組
み合わせた画像を用いて投稿するよう運用を
変更し、1年間を通してわかりやすい情報発信
に努めました。

・10月20日に、都立小川高等学校の交流授
業（高校生260人参加）に議員が参加しまし
た。議員が学校の授業に参加するのは初の
取組であり、質疑応答など交流を通じて、町
田市議会の活動について高校生と情報交換
を行いました。

・第6回高校生と町田市議会議員の意見交換
会について、より多くの方に知っていただける
よう、新たな取組として意見交換会のダイジェ
スト動画を町田市議会ホームページ及び町田
市公式YouTubeチャンネルに掲載しました。ま
た、プレスリリース配信サービスでイベントを周
知した結果、複数のWebメディアに掲載され、
広く情報発信することができました。

・2023年度の第2回市政モニターにおいて、
町田市議会の広報活動手段についてアン
ケート調査を実施しました。

・12月から2月に実施した議場システムの更改
により、2024年第1回定例会以降、字幕表示
の開始や、議場・委員会室カメラのデジタル
化に伴う議会中継映像の画質向上等、議会
傍聴・視聴の環境の質が向上しました。

検証・研究の
実施、発信方
法の改善

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

・市政モニター等で
の調査結果等を参
考に、今後もより効
果的な情報発信の
方策を研究し続け
ていく必要がありま
す。

・議場システムの更
改に伴い、正確か
つ効果的・効率的
に運用できるよう業
務を見直していく必
要があります。

1 -
議場見学の推
進

小学3年生の社会科見学等を受け入れます。また、
受け入れに際しては、安全・安心な議場見学がで
きるように、新型コロナウイルス感染症の感染症法
上の類型変更など、状況に応じた対応をしていきま
す。

議場の見学者数
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年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

3 - 業務の効率化
課内の事務事業を見直し、課題の発見や改善案を
検討し、業務を平準化、効率化するための取組を
行います。

①課題・改善の提案件
数

②業務効率化の取組件
数

①5件

②3件
○ B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

引き続き、事務事
業のさらなる改善に
向け、既存業務の
効率化を行ってい
きます。

課内の事務事業を見直し、以下の5
件について、業務効率化の改善案
を提案・検討しました。
・行政視察受け入れに関する業務
の効率化
・窓口業務の見直しによる業務効
率化
・課内の業務分担の見直しによる業
務効率化
・各種業務マニュアルを整備し、共
有することによる業務効率化
・保存資料を整理し、一覧を作成す
ることによる業務効率化

このうち、以下の2件に取り組み、業
務を効率化しました。
・行政視察受け入れに関する調整
業務について、管理台帳の更新を
一部自動化し、業務を効率化しまし
た。
・窓口業務を当番制とし、当番以外
が通常業務に集中できる環境を確
保することで業務を効率化しまし
た。

引き続き、上半期に提案
した改善案に取り組み、
業務の効率化に努めま
す。

業務効率化の改善案を年間で以下の5件に
ついて、提案・検討し、全てに取り組みまし
た。

・行政視察受け入れに関する調整業務につ
いて、管理台帳の更新を一部自動化し、業務
を効率化しました。
・窓口業務を当番制とし、当番以外が通常業
務に集中できる環境を確保することで業務を
効率化しました。
・課内の業務分担の一部を、各係の他業務と
の関連性等を考慮した分担に見直しました。
また、市議会だよりの発送準備等の単純作業
は課全体で取り組むことで作業時間を短縮
し、業務を効率化しました。
・整備した庶務業務マニュアルを担当者間で
共有し、定型業務における作業効率を高めま
した。
・保存資料の整理と一覧の作成により、参考
資料の閲覧や文書整理を行いやすくしまし
た。

①5件

②5件
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C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

マニュアルの効果
検証や内容の調整
が必要です。

議員からのリクエスト項目を含め、
局内で仕様の検討を行い、担当部
に要求しました。8月のシステム業
者決定後からは詳細要件の検討を
行いました。9月26日に議員への新
議場システムの説明会を開催しまし
た。

引き続き、新議場システ
ムの詳細要件の検討を
行います。また、必要に
応じて、操作手順の確認
やマニュアルの作成を行
います。

1年間通して新議場システム稼働に向け、仕
様の検討やシステム業者との打合せを重ねま
した。
2月上旬に新議場システムに係る工事が完了
し、2月下旬から始まる3月定例会に向けて、
操作マニュアルの作成を行いました。

マニュアルの
作成

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

今後も国等のデジ
タル化の動向等の
社会情勢の変化を
受けて、内容を随
時検証し、更新して
いきます。

2 -
オンライン視
察業務の効率
化

オンライン視察マニュアルを検証し、効果を確認し
ます。
課題を洗い出し、マニュアルを改良します。

オンライン視察マニュア
ルの効果の検証

効果の検証 ○
オンライン視察と現地へ来訪する
視察との比較を行い、課題を洗い
出し・効果の検証を行いました。

オンライン会議システム
を使用して、模擬オンラ
イン視察を事務局職員
で実施し、さらなる課題
の洗い出しを行います。

11月に実施した事務局職員による模擬オンラ
イン視察によってオンライン視察のマニュアル
の効果の検証、内容の調整を行い、当初は２
０２４年度に完成予定だった最終版のマニュア
ルが完成しました。

マニュアルの
効果の検証、
内容の調整・
最終版の完成

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

今後も社会情勢の
変化等を受けて、
内容を随時検証
し、更新していきま
す。

1 -
本会議業務の
効率化

本会議のマニュアルを検証し、効果を確認します。
課題を洗い出し、マニュアルを改良します。

本会議マニュアルの効
果の検証

計画
類型

第2回定例会及び第3回定例会に
おいて、本会議マニュアルの効果
を検証しました。

地方自治法改正（令和6
年4月1日施行）に伴う国
等への意見書のオンライ
ン提出等の動向を注視
し、さらに検証を行いま
す。

1年間通して本会議マニュアルの検証を行
い、マニュアルの改良を行いました。
本会議マニュアルとそれぞれの業務マニュア
ルの紐づけを行い、当初は２０２４年度完成予
定だった本会議マニュアルを完成させました。
12月に衆・参議院からの意見書のオンライン
提出方法が示されたので、他市を調査し、現
状との比較を行い、意見書のオンライン提出
の業務の効率化につながるかについて研究し
ました。

本会議マニュ
アルの効果の
検証、内容の
調整・最終版
の完成

効果の検証 ○

3 -

オンライン委
員会の円滑な
業務遂行
新議場システ
ムのスムーズ
な移行

※第17期議会
改革調査特別
委員会で実行
に向けて具体
的な協議が進
み、マニュア
ル作成を急い
で行ったた
め、今年度予
定されている
議場システム
の更改に向け
たマニュアル
作成に変更し
ました。

オンライン委員会のマニュアル案を作成します。
3月定例会での新議場システム稼働に向け、仕様
の検討とシステム業者との詳細要件の打合せ・係
内での検討を行い、操作マニュアルを作成します。

(新議場システムとは、議場、委員会室の音響映像
設備及びその他附帯設備のことです。）

※第17期議会改革調査特別委員会で実行に向け
て具体的な協議が進み、マニュアル作成を急いで
行ったため、今年度予定されている議場システムの
更改に向けたマニュアル作成に変更しました。

オンライン委員会のマ
ニュアル案の作成
新議場システムの操作マ
ニュアルの作成

※第17期議会改革調査
特別委員会で実行に向
けて具体的な協議が進
み、マニュアル作成を急
いで行ったため、今年度
予定されている議場シス
テムの更改に向けたマ
ニュアル作成に変更しま
した。

マニュアルの
作成

○

部課名 議会事務局議事担当

課の使命
・議会の権能を十分に発揮できるよう市議会を補佐する機関として、円滑な議会運営に努めます。
・市民の代表である市議会議員の議員活動をサポートすると共に、正確で迅速な議会情報を広くわかりやすく提供していくことで、市民・議員（来市される他市の議員を含む）・行政など幅広い顧客の信頼ヘとつなげていきます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
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